（生産管理のサンプル）
職 務 経 歴 書
20xx年xx月xx日現在
氏名　○○ ○○

■職務要約
株式会社○○○○○に入社後、約x年間、自動車部品製造の生産管理業務に従事しています。月次、中期生産管理計画の立案や、製造の進捗確認、在庫管理、顧客との納期調整などを担当。また、生産性向上プロジェクトのリーダーを務め、生産管理システムの導入に尽力してきました。システム導入によって属人的だった作業を削減し、結果として生産性の約xx％向上に貢献しています。

■職務経歴
	[bookmark: _Hlk10802930]20xx年xx月～現在　　株式会社○○○○○

	事業内容：自動車部品製造
資本金：x千万円（20xx年xx月）　売上高：x億x千万円（20xx年xx月）
従業員数：xxx人　上場：未上場
	正社員
として勤務

	20xx年xx月～現在　○○工場
	規模／役割

	【業務概要】
エンジン、ブレーキ部品の生産管理

【担当業務】
・月次生産計画立案
・中期生産計画立案
・進捗管理、在庫管理
・納期調整
・新製品製造ライン立ち上げ
・生産性向上プロジェクト推進
・新入社員教育

【実績・取り組み】
・生産管理システムの導入により製造生産性のxx％向上に成功
各工程の進捗状況を担当者しか把握しておらず、確認作業が属人的で課題の共有に工数がかかっていたため、生産管理システムを導入。全工程を見える化したことで、各担当者が次の作業や期限などの把握ができるようになりました。作業に向けての準備や作業の優先順位をつけられるようになり、生産性の向上に貢献しています。

	全xx名
管理



■活かせる経験・知識・技術
・月次、中期生産計画立案
・新製品製造ラインの立ち上げ
・生産管理システムの導入

■PCスキル
	Word
	書式設定、表の挿入、社内打ち合わせ用の資料作成が可能なレベル

	Excel
	IF関数、ピボットテーブル、マクロの使用が可能なレベル

	PowerPoint
	レイアウト図の作成、新規資料作成が可能なレベル



■資格
	普通自動車第一種運転免許
	20xx年xx月取得

	TOEIC Listening & Reading Test xxx点
	20xx年xx月取得



■自己PR
＜生産性向上のためのプロジェクト推進力＞
発注を受けてからのリードタイムの短縮のため、生産性向上プロジェクトを実施。社内開発部と交渉、打ち合わせを重ねて生産管理システムを開発し、製造ラインに導入しました。それ以前は、各工程の進捗状況を担当者しか把握しておらず、属人的な確認作業が発生していましたが、生産状況を可視化することで効率化に成功。結果として、生産性を前年比xx％向上させることに貢献しています。

＜顧客満足度向上のための社内折衝＞
顧客満足度の向上のため、短納期の発注の場合も、社内で調整し納期に間に合わせるように心掛けています。短納期になる場合は、現場のメンバーに生産性を上げてもらう必要があるため、モチベーションの引き上げに尽力。普段から顧客との取引状況や競合他社とのポジションについて認識を共有しておくことで、顧客の要望に応えることに対して前向きな姿勢で取り組んでもらえています。結果として、顧客からも高く評価され、継続受注をいただきました。
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